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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、最近の業績の動向などを踏まえ、2022年５月 12日に公表した 2023

年３月期（2022年４月１日～2023年３月 31日）の業績予想を以下のとおり修正いたしましたので、お知らせい

たします。 

 

１．当期の連結業績予想数値の修正（2022 年４月１日～2023年３月 31日）            単位：百万円 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親 会 社 株 主 に 

帰 属 す る 

当 期 純 利 益 

１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 39,000 2,650 2,700 1,700 129.69 

今回修正予想（Ｂ） 40,000 2,500 2,800 1,750 133.21 

増  減  額（Ｂ－Ａ） 1,000 -150 100 50 - 

増  減  率（  ％  ） 2.6% -5.7% 3.7% 2.9% - 

（参考）前期連結実績 

（ 2 0 2 2 年３月期） 
37,238 2,585 2,984 2,194 168.65 

 

２．修正の理由 

売上高は、半導体設計関連事業、及びシステム・サービス事業が堅調に推移していることに加え、海外子

会社決算の円換算額が円安による影響で増加し、前回予想を上回る見通しです。一方、営業利益は、半導体

市況が悪化するなか、テストソリューション事業におけるメモリー向けテスターの減収やプローブカード事

業の減速、研究開発費や人員の増加による収益性の低下が見込まれることから、前回予想を下回る見通しと

なりました。また、急激な円安による為替差益が想定を上回る見込みであり、経常利益、親会社株主に帰属

する当期純利益については前回予想を上回る見通しとなったため、業績予想を修正するものであります。 

 

※上記の予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績等

は今後さまざまな要因によって予想数値と異なる場合があります。                以 上 


